Lesson 13  Countries Around the World

■授業展開例１（週１時間の場合）
週に１時間と想定し，１レッスンあたりの配当時間を２時間とした。

1時間目：Expression Input, Speaking Output, Model Passage (pp. 72-74)
2時間目：Writing Output, Give It a Shot, Grammar Compass (pp. 75-76)
[bookmark: _GoBack]
１時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Expression Input（p. 72）
① 活動の指示をしてからCD を聞かせて空所を埋めさせる。
② 解答を確認後にもう一度CD を聞かせて，Expressions に挙がっている語彙や表現などを解説する。
	
英文や対話を聞かせて，自国を紹介するときの表現や，旅行パンフレットで用いられている表現を習得させる。また，最後のQ では生徒自身の考えを言わせるので，理由までしっかりと説明ができるように導いてやるとよい。
	10分

	２
	Speaking Output（p. 73）
① 訪れたい国についてペアでお互いに質問をさせつつ話し合わせて，その中で相手の述べたことをメモさせる。
② 相手の述べたことをまとめたメモまたは英文を作らせる。
	
教科書に示された質問に答えるだけでなく，なぜ外国で学習したいのか，そこで学んだことをどう生かしたいのかなど，それをきっかけに話を膨らませるよう促したい。時間に限りがあれば，メモや原稿の作成は宿題にしてもよい。
	20分

	３
	Model Passage（p. 74）
① 事前に質問を数個与えておく。
② 2 分程度で手紙を読ませる。
③ 上記①の解答を確認して，True or Falseにも取り組ませる。
④ 側注Points や，Function とGrammar に挙げられた箇所を中心に解説をする。
⑤ Sounds について解説したうえで，教師の後について音読させる。
⑥ まとめとしてComprehension の問いを解かせて解答を確認する。
	
p. 75 で示されている一連の流れを意識する形でテキストを扱うと，Writing Output への橋渡しとなる。すなわち，手紙の書き方として重要なポイントを把握させておきたい。またテキストに触れる際，内容理解だけでなく，満足を表す表現や関係代名詞の使われ方にも注目させたい。
	20分



２時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Model Passage 復習
① 全員で音読させる。
（chorus → buzz → individual）
② Shadowing をさせる。
	
　音読の際，Sounds で扱っている内容が身についているかどうかを特に注意して確認したい。
	10分

	２
	Writing Output（p. 75）
① 海外留学のための奨学金申請について数名の生徒に質問し，対話をする。
② 生徒に留学について考えさせて，構想を練らせる。
	
①の対話をヒントにして，②で構想を練らせるという流れが望ましい。実際の手紙の作成は宿題にするとよい。
	15分

	３
	Give It a Shot（p. 75）
① 活動の指示をしてからCD を2 回程度聞かせる。
② 再びCD を聞かせながら解答を確認する。
	
2 人の対話の内容から，Tomoya が海外で学びたいと思う理由だけでなく，Tomoya の人となりまでメモさせるとよい。
	10分

	４
	Grammar Compass（p. 76）
① 例文の解説を行う。　設問は宿題とし出題する。
	
設問は宿題として出題する。
	15分



■授業展開例２（週２時間の場合）
週に２時間と想定し，１レッスンあたりの配当時間を４時間とした。

１時間目：Word Input, Expression Input  (pp. 71-72)
２時間目：Speaking Output, Model Passage  (pp. 73-74)
３時間目：Model Passage, Writing Output  (pp. 74-75)
４時間目：Give It a Shot, Grammar Compass  (pp. 75-76)

１時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Word Input（p. 71）
① Word Bank にある語句の発音と意味を確認する。
② 各地の国名について生徒を指名して答えさせる。
	
地域別に国名を答えさせる。例えばイギリスの正式名称と略称は何なのかというように，カタカナと英語の表記では大きく異なるものについては注目させたい。
	15分

	２
	Expression Input（p. 72）
① 活動の指示をしてからCD を聞かせて空所を埋めさせる。
② 解答を確認後にもう一度CD を聞かせて，Expressions に挙がっている語彙や表現などを解説する。
③ 一連の留学生の話やパンフレットに触れてから，自分の行きたい国について書かせる。
	
英文や対話を聞かせて，自国を紹介するときの表現や，旅行パンフレットで用いられている表現を習得させる。また，最後のQ では生徒自身の考えを言わせるので，理由までしっかりと説明ができるように導いてやるとよい。
	35分



２時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Speaking Output（p. 73）
① 留学プログラムのパンフレットを見て気付いたことや興味をひかれたことを，ペアまたはグループで話し合わせる。
② 訪れたい国についてペアでお互いに質問をさせつつ話し合わせて，その中で相手の述べたことをメモさせる。
③ 相手の述べたことをまとめたメモまたは英文を作らせて，それをもとに発表させる。
	
教科書に示された質問に答えるだけでなく，なぜ外国で学習したいのか，そこで学んだことをどう生かしたいのかなど，それをきっかけに話を膨らませるよう促したい。時間に限りがあれば，メモや原稿の作成は宿題にしてもよい。発表を行う際はFor Your [More] Use で挙がっている表現を参考にさせるとよいだろう。
	25分

	２
	Model Passage（p. 74）
① 事前に質問を数個与えておく。
② 2 分程度で手紙を読ませる。
③ 上記①の解答を確認して，True or Falseも取り組ませる。
④ 側注Points や，Function とGrammar に挙げられた箇所を中心に解説をする。
⑤ Sounds について解説したうえで，教師の後について音読させる。
⑥ まとめとしてComprehension の問いを解かせて解答を確認する。⑥まとめとしてComprehensionの問いを解かせて解答を確認する。
	
p. 75 で示されている一連の流れを意識する形でテキストを扱うと，Writing Output への橋渡しとなる。すなわち，手紙の書き方として重要なポイントを把握させておきたい。またテキストに触れる際，内容理解だけでなく，満足を表す表現や関係代名詞の使われ方にも注目させたい。
	25分



３時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Model Passage復習
① 全員で音読させる。
（chorus→buzz→individual）
② Shadowingをさせる。
	
　音読の際，Soundsで扱っている内容が身についているかどうかには特に注意して確認したい。
	10分

	２
	Writing Output（p.75）
① 海外留学のための奨学金申請について数名の生徒に質問し，対話をする。
② 生徒に留学について考えさせて，構想を練らせる。
③ 構想をもとに，手紙を作成させる。
④ 手紙の体裁を整えさせる。
	
①の対話をヒントにして，②で構想を練らせるという流れが望ましい。①の活動を行う際，役に立ちそうな表現があればメモをさせる。
手紙の体裁については，Model Passageの英文のほかに，巻末のWriting Guideも参考にさせるとよいだろう。時間に限りがあれば，手紙の作成は宿題にするとよい。
	40分



４時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Give It a Shot（p. 75）
① 活動の指示をしてからCD を2 回程度聞かせる。
② 再びCD を聞かせながら解答を確認す。
	
二人の対話の内容から，Tomoyaが海外で学びたいと思う理由だけでなく，Tomoyaの人となりまでメモさせるとよい。
	15分

	２
	Grammar Compass（p. 76）
① 例文の解説を行う。
② 練習問題を解かせる。
③ 答え合わせをした後に解説を行う。
	
関係代名詞の使い方や，who・which・that の使い分けなどを，それぞれの例文や設問で，なぜそのような形で用いられるのかを考えさせて，その都度解説を入れたい。
	35分



■授業展開例３（週２時間，ALTとのTeam Teachingの場合）
週に２時間と想定し，１レッスンあたりの配当時間を４時間とした。

１時間目：Word Input, Expression Input  (pp. 71-72)
２時間目：Speaking Output, Model Passage  (pp. 73-74)
３時間目：Model Passage, Writing Output  (pp. 74-75)
４時間目：Give It a Shot, Grammar Compass  (pp. 75-76)

１時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Word Input（p. 71）
① Word Bank にある語句の発音と意味を確認する。
② 各地の国名について生徒を指名して答えさせる。
	
地域別に国名を答えさせる。例えばイギリスの正式名称と略称は何なのかというように，カタカナと英語の表記では大きく異なるものについては注目させたい。時間に余裕があれば，ALT に各地域や国の簡単な解説をしてもらうとよい。
	15分

	２
	Expression Input（p. 72）
① 活動の指示をしてからCD を聞かせて空所を埋めさせる。
② 解答を確認後にもう一度CD を聞かせて，Expressions に挙がっている語彙や表現などを解説する。
③ 一連の留学生の話やパンフレットに触れてから，自分の行きたい国について書かせる。
	
英文や対話を聞かせて，自国を紹介するときの表現や，旅行パンフレットで用いられている表現を習得させる。ALT 自身に旅行代理店の役をしてもらい，各国の魅力を紹介する簡単なスキットをしてもらうと興味を引くことができるだろう。
	35分



２時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Speaking Output（p. 73）
① 留学プログラムのパンフレットを見て気付いたことや興味をひかれたことを，ペアまたはグループで話し合わせる。
② 訪れたい国についてペアでお互いに質問をさせつつ話し合わせて，その中で相手の述べたことをメモさせる。
③ 相手の述べたことをまとめたメモまたは英文を作らせて，それをもとに発表させる。
	
教科書に示された質問に答えるだけでなく，それをきっかけに話を膨らませるよう促したい。実際に対話例をALT とJTE で実演して見せてからペア活動に入ると，生徒は活動のイメージがしやすくなるだろう。
時間に限りがあれば，メモや原稿の作成は宿題にしてもよい。発表を行う際はFor Your [More] Use で挙がっている表現を参考にさせるとよいだろう。
	25分

	２
	Model Passage（p. 74）
① 事前に質問を数個与えておく。
② 音声を聞かせてから2 分程度で手紙を読ませる。
③ 上記①の解答を確認して，True or Falseにも取り組ませる。
④ 側注Points や，Function とGrammar に挙げられた箇所を中心に解説をする。
⑤ Sounds について解説したうえで，教師の後について音読させる。
⑥ まとめとしてComprehension の問いを解かせて解答を確認する。
	
p. 75 で示されている一連の流れを意識する形でテキストを扱うと，Writing Output への橋渡しとなる。すなわち，手紙の書き方として重要なポイントを把握させておきたい。またテキストに触れる際，内容理解だけでなく，満足を表す表現や関係代名詞の使われ方にも注目させたい。
	25分



３時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Model Passage 復習
① 全員で音読させる。
（chorus → buzz → individual）
② Shadowing をさせる。
	
　音読の際，Sounds で扱っている内容が身についているかどうかを特に注意して確認したい。
	10分

	２
	Writing Output（p. 75）
① ALT が海外留学のための奨学金申請について数名の生徒に質問し，対話をする。
② 生徒に留学について考えさせて，構想を練らせる。
③ 構想をもとに，手紙を作成させる。
④ 手紙の体裁を整えさせる。
	
①ではまずALT とJTE によるモデル対話を行い，それをヒントに①の対話や②の構想に役立てさせるという流れが望ましい。①の活動を行う際，役に立ちそうな表現があればメモをさせる。
手紙の体裁については，Model Passage の英文のほかに，巻末のWriting Guide も参考にさせるとよいだろう。時間に限りがあれば，手紙の作成は宿題にするとよい。
	40分



４時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Give It a Shot（p. 75）
① 活動の指示をしてからCD を2 回程度聞かせる。
② 再びCD を聞かせながら解答を確認する。
	
二人の対話の内容から，Tomoya が海外で学びたいと思う理由だけでなく，Tomoya の人となりまでメモさせるとよい。
	15分

	２
	Grammar Compass（p. 76）
① 例文の解説を行う。
② 練習問題を解かせる。
③ 答え合わせをした後に解説を行う。
	
関係代名詞の使い方や，who・which・that の使い分けなどを，それぞれの例文や設問で，なぜそのような形で用いられるのかを考えさせて，その都度解説を入れたい。
	35分



